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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

この１年間、新型コロナウイルス「の感染拡大
や制限なども多くあり、運営推進会議を開催す
る事が出来ず、地域との関わり、家族の参加が
ほぼなくなってしまいました。

新型コロナウイルスの蔓延が落ち着いた頃
に地域との関わりを持てるように、運営推進
会議への家族の参加を検討する。

愛全会グループの方針に従い、状況を見なが
ら徐々に開催していく。

1年

2 23

入居者様の人生の最終段階について、どのよ
うにご本人は希望されているか、ケアプラン作
成の為のアセスメントで聞き取りをしたり、日々
の会話の中でさりげなく導き出したりしています
が、定期的に書面には記録出来ていない。

ご家族様から情報を得たり、定期的にご本
人のアセスメントを行い、希望や願いなどを
記録に残していく。

本人の意思を確認できる場合は、本人と医療・
ケアチームと話し合いを行い、本人の意思に
沿った方針を決定し、文章にまとめておく。ま
た、時間の経過や心身の変化により本人の意
思が変化すると思われ、その都度家族も含め、
繰り返し話し合いを行い、文書にまとめておく。

２年

3

4

5

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


